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今年は５月末に梅雨入りし、例年よりも長い梅雨になりましたが、いよいよ梅雨も明け、暑い夏を迎えます。

新型コロナ感染症対策は、５月８日付で第５類感染症に移行し、これまで３年余りに及んだ感染症の対策に、

一つの節目を迎えることになりました。換気や手洗いなど、日常的な対策は継続しますが、形を変えて、色々

な教育活動を再開することができました。そして、今年も暑い夏になりそうです。子どもたちの健康に十分気

を付けて、充実した夏休みをお過ごしください。 

 

一学期 終業式 充実した夏休みを過ごしてください。 
７月20日に、一学期の終業式を行います。児童の皆さんは、この一学期、「自分を育て、たくましい東っ子」

になるために、次の４つをがんばりました。 

１ 自分から進んで勉強し、いろいろな考え方ができるようになります。自分の考えを発表し、友達の発表を聞

いて、自分の考えをさらに深めることのできるようにがんばります。 

２ 思いやりの心をもち、素直で明るく、やさしい子どもになります。お互いの良さを認め合い、すべての活動

において友だちや自分が、人として成長するようにがんばります。 

３ 進んで体をきたえ、あきらめない、ねばり強い子どもになります。体をきたえ、何事にもねばり強く取り組

める心を作ります。 

４ 府中東小学校が大好きな子どもになります。友達が好き、先生が好き、周りに住んでいる人が好き、地域が

好き。府中東小学校が大好きな子どもになります。 

一学期、いつも、この４つの目標を意識してがんばってきました。これから長い夏休みが始まります。交通事

故やけが等に気を付け、夏休みしかできない勉強や体験をして、充実した夏休みを過ごしてください。 

 

育てよう 思いやりの心 人権の花 
６月１９日(月)、府中町人権擁護委員の坂田先生より、６年生が「人権の

花」マリーゴールドをいただきました。マリーゴールドは乾燥に強く、花

期の長い花で、これから花が咲き続けます。花を育てるには、根気強く世

話をし続けることが必要です。花を好きな人は、優しい人です。思いやり

のある人です。花を育てることを通して、命の尊さを感じ、思いやりの心

を育ててください。 

６年生が、プランターに植え替え、正門前、玄関横、体育館横に飾って

います。これから、秋にかけて咲き続けます。 

 

Lets’ go italy（イタリアへ行こう） 
６月２０日(火)の６年１組の外国語の授業を紹介します。講師は、今年度

からケルシーミケインさんです。今日のユニットのタイトルは、 

「Lets’ go italy（イタリアへ行こう）」です。まずは、じゃんけん

ゲームでウォーミングアップ。それから、 

What country?    What  can  you  see? 

What  can  you  buy?    と、ケルシー先生に問いかけられ、子ど

もたちは、モニターの絵を参考にして、英語で答えていきます。楽しそうに、

外国語の授業が進んでいます。 

ヒロシマを学び 伝えよう 
６月21日(木)の6年生の「総合的な学習の時間」の授業の様子をお知らせします。６年生は、「国際理解・

平和学習」をテーマに、広島の歴史について勉強しています。 

今日の講師は中国新聞社報道センターの桑島美帆さんです。 

子どもたちは原爆のことを詳しく知り、平和について考えました。まずは、5月19日に開幕された先進国7

カ国首脳会議（Ｇ７サミット）についてです。各国首脳が原爆資料

館を視察し、芳名帳に記載した言葉について教えていただきました。

次に、原爆の被害の大きさ、被爆者からの聞き取りから見えてくる

原爆の恐ろしさを知りました。そして、桑島さんが連載していた「ヒ

ロシマの声」（NO核兵器、NO戦争）より、２歳で被爆し、１０年

後に白血病で亡くなった佐々木禎子さんの級友からの聞き取りと、

みなさんの現在の活動を知りました。 

これから子どもたちは、「自分たちができることは何だろう」と

考えながら、学びを深めていきます。広島の平和公園の見学、修学

旅行で長崎原爆資料館、平和記念像の見学へと続きます。 

 

「新聞づくり」のポイントを学ぶ 
６月29日(木)、４年生の国語の授業を紹介します。中国新聞社「出前授業」に申し込み、亀川和典記者（読

者広報部）に来校していただき、新聞づくりのポイントを教えていただきました。中国新聞社には何百人もの

記者と、見出し等を考える何十人もの記者が居られるそうです。新聞社の記者の仕事の内容や、やりがいを教

えていただきました。 

まずは、新聞記事を見て、どんないいところがあるのかを発表し

ます。そんな新聞づくりのポイントは、レイアウト、見出し、文章

の書き方です。みんなが興味をそそる、読みやすい新聞にするため

には、どのようなレイアウトにし、見出しの位置はどこにするのか、

引き付けるための言葉はどうするのか、記事はどのように書けばよ

いのかを、教えていただきました。 

これから、子どもたちは、社会見学で訪問した牛田浄水場と安芸

クリーンセンターの施設の様子や役割について、新聞にまとめてい

きます。 

 

平和を願う おりづる集会 
７月５日(水)、平和を願う「おりづる集会」をスマイルグループ（縦割り班）で実施しました。めあては、被

爆地に住んでいる私たちが、全校みんなで「おりづる」を折ることで、平和への関心を高め、平和を願う気持

ちを持つことです。朝、校内放送の後、スマイルグループの教室へ移動します。BGMで「アオギリのうた」が

流れる中、４色の折り紙で「つる」を折ります。全員でたくさんのつるを折りました。 

「おりづる」で、５年生がデザインしたポ

スターを作成します。「折りづるが世界に広

がって、世界が平和になってほしいという想

いで描きました。「おりづる」と地球をメイン

にして、真ん中に描きました。背景の色は、

平和はやさしい感じなので、優しいピンク色

にしました。」また、「おりづる」は、府中町

原爆死没者慰霊式並びに平和記念式典」にお

いて、原爆の碑へ捧げます。 



教育相談予定日 

(スクールカウンセラー） 

９ /11（月）  9:30～16:00 松本 祥子（まつもと しょうこ）先生 

（教育相談員） 

  毎週 金曜日 9:30～12:00  垰田 武浩（たおだ たけひろ）先生 

（スクールソーシャルワーカー） 

毎週  火曜日    9:30～11:３０  高橋 蔦江（たかはし つたえ）先生 

※お気軽にご連絡ください。電話番号286‐1835（府中東小学校） 

ぐんぐん 育て わたしの野菜 
７月11日(火)、2年1組の「生活科」の授業を紹介します。２年生は自分の鉢で「なす」「ミニトマト」「ピ

ーマン」「オクラ」を育てています。毎日、休み時間に水を与え、野

菜の成長を楽しみに観察しています。授業の目標は、友達と自分の

野菜の成長の様子を伝え合い、それぞれの野菜の特徴や育ち方に、

相違点や共通点があることに気付くことです。 

子どもたちは、自分の野菜の花と友達の野菜の花の違いを観察し

ます。実の違いについても、話し合います。色や形の違い、大きさ

と重さ、量、香り等をグループごとに話し合い、報告しました。最

後に、野菜を収穫する時に見つけたいことや、したいことを考えな

がら、授業の振り返りをしました。 

 

航空写真(創立45周年記念)の撮影 
天候不良のため延期していた航空写真を、7 月４日(火)に撮影しました。全校児

童が、運上場のトラックに、輪になって並びました。全校が、「心を一つの和にする」

という願いです。10 時 10 分に南の空から、セスナ機が飛んできました。運動場

を３回旋回し、撮影は終了です。最後は子どもたちが思い切り手を振ると、セスナ

機は を上下に揺らし、グッバイの飛行で西の空に飛んでいきました。航空写真は、

クリアファイルとして後日配布します。その後、学級写真を撮りました。後日、希

望者に販売します。 

 

学校給食について 
みなさんが、普段、食べている給食についてお知らせします。給食は、栄養士の先生が、文部科学省が定め

た児童の年齢に応じた摂取基準をもとに、ひとり一人の児童が心身の健全な発達を行っていくために必要なカ

ロリーや栄養価を保ちながら、産地や材料にこだわった毎日の献立を決定しています。 

小学校では児童ひとり当たり、１食の280円を保護者の皆様に毎月支払っていただいています。この金額の

中で児童が楽しみにしている主食（ごはん、パン）、副食（おかず）、牛乳の組み合わせを日々考えて献立を決

め、調理員の方が一生懸命つくってくださっています。 

ニュースでもコロナ過や不安定な世界情勢の中で、物価が高騰しているのを目にすることがあると思います。

このような中、今年度の学校給食費は食料品の値上がりが顕著で、給食をつくるためには、１食あたり小学校

では300円かかっています。 

府中町では、保護者の方のご負担をこれ以上増やすことがないよう、国の「新型コロナウイルス感染症対応

臨時交付金」の交付を受け、公費で食料品の物価高騰分にあてています。 

児童が、いつも食べている「給食」ですが、たくさんの人の協力のもとで作られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


